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※令和 4 年度から自校で開設される予定です。 

（4）特別支援教育・通級指導教室の充実 

≪推進方針≫ 

 特別な支援を必要とする子どもに対して、その能力や可能性を最大限に伸ばし、自立し
て社会参加するために必要な力を培うため、一人ひとりの教育的ニーズに応じ、多様な学
びの場において適切な指導を行うとともに、必要な支援を行う必要があります。このため、
個々の状態に応じ、就学前から卒業まで切れ目ない支援を受けられるように、個別の教育
支援計画や指導計画のより実効性のある活用を行い、その充実に取り組みます。また、共
同社会の形成に向けて、障がいのある子どもと障がいのない子どもがともに学ぶインクル
ーシブ教育システムの充実を図ります。障がいのある子どもが地域社会の中で積極的に活
動し、その一員として豊かに生きることができるよう、交流及び共同学習をすすめるとと
もに、小学校・中学校において一人ひとりに応じた指導や支援を組織的・計画的に行うた
め、特別支援教育に関わる教職員の専門性の向上を図ります。 

 通級指導では、平成 25 年（2013 年）9月に小学生を対象とした通級指導教室「ペガサス
教室」を開設しました。これは言葉の指導を中心に据えながら、自閉症、場面緘黙、LD、
ADHD にも対応しています。平成 26 年度（2014 年度）には北葛城郡 3町（王寺町・広陵町・
河合町）の対象児童も受け入れ、指導を行ってきました。平成 29・30 年度（2017・2018 年
度）には、『奈良県の自閉症、情緒障害、広域訪問通級指導教室設置モデル事業』を受け、
ペガサス教室への通級に加え、北葛城郡 3町に通級指導拠点校を設け、ペガサス教室の指
導員による訪問型通級指導を行っています。令和元年度（2019 年度）には広陵町が自校で
通級指導教室を開設されました。王寺町・河合町の児童については、通常のペガサス教室
と訪問型通級教室で、3町（上牧町・王寺町※・河合町）合計 61 名（令和 2年（2020 年）
12 月末現在）の児童が通級指導を受けている状況であり、さらなる充実した通級指導の取
組を推進します。また、数年前からは、中学校での通級指導の希望の声が保護者から多く
寄せられ、令和 2年度（2020 年度）には、上牧中学校内に通級指導教室「中学校版ペガサ
ス教室」を設置し、中学生の通級指導の研究・実践の年と位置づけ、本町の生徒を対象に
取組をすすめてきました。今後は、「中学校版ペガサス教室」のさらなる充実を図るととも
に、河合町の中学生を対象に通級指導及び訪問型通級指導の実現を目指します。 

≪実現目標≫ 

   

① 
個別の教育支援計画や個別の指導計画の充実と実効
性ある活用 

定性的目標 

② 特別支援に係る支援スタッフの充実 適正配置 

③ 通級指導教室「ペガサス教室」の充実 通級指導教員 5 人 

④ 「中学校版ペガサス教室」の推進 
河合町の中学生を対象とした
通級指導の実施 

取 組 内 容 目標・目標値
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平成 29年度

学校教育の
　　 充実のために

奈良県教育委員会

奈良県教育振興大綱
基本理念 「育人　～県民一人一人が学び、育ち合い、潜在力を最大限引き出す～」

目指す人間像 Ⅰ 自他を尊び、地域を尊ぶ人 ～「自尊」「他尊」「地尊」の人づくり～
Ⅱ 確かな学力、豊かな人間性、たくましい心身を備えた人

～「知」「徳」「体」の調和がとれた人づくり～
Ⅲ 自立し、主体性をもって行動し、協働して地域・社会に参画する人
Ⅳ 創造性を発揮し、世界に伍して活躍する人

毎年 11月 1日は「奈良県教育の日」
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